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第20号　　　平成20年 9月30日

通
常
展
示

資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史

開
催
期
間　

平
成
二
十
年
四
月
二
六
日
～
九
月
十
四
日

　

早
い
も
の
で
「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の

歴
史
」
も
今
回
で
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

以
前
に
展
示
し
た
こ
と
が
な
い
資
料
を
と

考
え
て
毎
回
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
が
、

時
代
に
よ
っ
て
は
史
料
が
限
ら
れ
て
い
て
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

中
世
の
文
書
は
通
常
展
示
で
は
期
間
の

都
合
で
、
複
製
の
み
の
展
示
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
期
間
限
定
で
原
本
を
数
点
出

展
致
し
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
。
料
紙
の
状
態
や
、
文
字
の

か
す
れ
具
合
な
ど
原
本
な
ら
で
は
の
も
の

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

近
世
の
神
奈
川
で
は
江
戸
期
の
基
本
的

な
文
書
を
、
毎
年
出
典
を
変
え
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
県
内
の
様
々
な
地
域
か
ら
文

書
を
寄
託
・
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
未
発
表
の
文
書
を

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
収
蔵
し
た
史
料
も
随
時

出
展
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
の
展
示
に
も

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

近
現
代
で
は
昨
年
に
引
続
き
、
「
昭
和

史
」
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
し
た
。
今
回
は
昭
和
史
を
語
る
上

で
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
十
五

年
戦
争
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
時

代
を
、
当
館
所
蔵
の
公
文
書
、
刊
行
物
、

写
真
等
を
用
い
て
描
き
出
し
て
み
ま
し
た
。

年
々
戦
争
経
験
者
が
減
っ
て
い
く
中
、
戦

争
そ
の
も
の
の
風
化
が
進
ん
で
い
る
今
、

も
う
一
度
戦
争
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お

う
と
の
思
い
で
企
画
し
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
こ
に
は
、
私
た
ち
が
残
し
て
い
く
公
文

書
が
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と

の
さ
さ
や
か
な
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

一
方
戦
前
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
明
治

の
廃
藩
置
県
・
地
租
改
正
・
学
制
、
大
正

か
ら
昭
和
の
地
方
改
良
運
動
な
ど
、
一
般

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
国
の
政
策
に
つ
い

て
、
神
奈
川
県
で
は
ど
う
対
応
し
た
か
、

あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い

た
か
と
い
う
視
点
か
ら
資
料
を
選
ん
で
み

ま
し
た
。

　

ま
た
戦
後
の
資
料
と
し
て
は
、
南
米
移

住
と
神
奈
川
県
総
合
開
発
計
画
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
特
に
後
者
は
戦
後
神
奈
川
の

総
合
開
発
の
出
発
点
と
な
る
も
の
で
、
京

浜
工
業
地
帯
を
擁
す
る
本
県
に
と
っ
て
、

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
で
き
る
限
り
神
奈
川
の
特
徴
的

な
資
料
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
と
か
な
が
わ

開
催
期
間　

平
成
二
十
年
七
月
十
三
日
～
九
月
十
日

　

今
夏
、
中
国
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大

会
が
開
催
さ
れ
た
の
に
ち
な
ん
で
、
平
成

二
十
年
度
第
二
回
の
ミ
ニ
展
示
で
は
、
ア

ジ
ア
で
最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
な
っ
た

東
京
大
会
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
は
こ
の
大
会
で
、
カ
ヌ
ー
・

ヨ
ッ
ト
・
サ
ッ
カ
ー
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

会
場
と
な
っ
た
関
係
で
、
県
実
行
委
員
会

や
新
設
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課
を
中
心

に
様
々
な
準
備
・
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
興
味
深
い
の
は
、
国
民
ひ
と
り
ひ
と

り
が
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
国
民
運
動
の
展
開
で
す
。
神
奈

川
県
は
競
技
会
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
外

国
と
の
窓
口
と
な
る
横
浜
港
、
国
際
観
光

地
の
箱
根
を
控
え
て
い
る
関
係
か
ら
、
と

り
わ
け
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
で
、
展

示
資
料
に
あ
る
よ
う
な
記
念
行
事
が
県
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
国
際

理
解
、
公
衆
道
徳
高
揚
、
県
内
美
化
な
ど

の
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
、
今
回
の
北
京
大
会
に
お
い

て
も
多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
ま
す
。
時

代
が
変
わ
っ
て
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
は
変
わ
ら
ぬ
取
り
組
み

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
展
示
資
料
解
説
を
作
成
す
る
に
当

た
っ
て
、
東
京
大
会
当
時
の
小
・
中
学
生

の
感
想
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。
と
て
も
興

味
深
く
、
か
つ
示
唆
に
富
む
内
容
が
多
か
っ

た
か
ら
で
す
。
今
回
の
北
京
大
会
を
見
て

の
子
ど
も
た
ち
の
感
想
は
ど
う
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
再
度
開
催
地
と
し
て
立
候

補
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
そ
の
内
容

が
少
し
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

オリンピック展覧会藤沢会場開催要領

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

戸
長
役
場
の
仕
事

開
催
期
間　

平
成
二
十
年
五
月
十
日
～
七
月
十
日

　

平
成
二
十
年
度
第
一
回
目
の
ミ
ニ
展
示
は
、

当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
戸
長
役
場
関
係
の

史
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

戸
長
役
場
は
、
明
治
前
期
の
地
方
行
政
の

最
末
端
を
担
っ
た
機
関
で
、
こ
こ
に
蓄
積
さ

れ
た
行
政
文
書
は
、
現
在
県
内
の
旧
家
に
保

存
さ
れ
て
お
り
、
当
館
で
は
、
歴
史
的
に
貴

重
な
こ
れ
ら
の
史
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
日
～
六
月
十
日
の
展
示
は
、
足
柄

上
郡
萱
沼
村
（
現
松
田
町
）
の
安
藤
家
文
書

か
ら
、
大
区
小
区
制
期
（
明
治
六
～
十
一
年
）

の
戸
長
役
場
の
機
能
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

安
藤
家
は
、
近
世
に
は
名
主
を
、
そ
の
後

大
区
小
区
制
導
入
時
に
、
数
村
を
ま
と
め
た

広
域
区
で
あ
る
小
区
の
区
長
と
、
併
せ
て
萱

沼
村
の
戸
長
も
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

安
藤
家
が
戸
長
役
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、

当
家
に
区
内
の
戸
籍
や
足
柄
県
布
達
な
ど
が

残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
萱
沼
村
の
村
政
に

関
わ
る
文
書
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
戸
長
役

場
事
務
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

足
柄
県
で
は
、
広
域
区
の
戸
長
が
戸
籍
事

務
な
ど
を
、
各
町
村
の
戸
長
が
村
内
一
般
の

事
務
を
管
轄
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
安
藤
家

文
書
中
の
戸
長
役
場
史
料
は
、
小
区
と
各
村

の
文
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

六
月
十
日
～
七
月
十
日
は
、
足
柄
上
郡

皆
瀬
川
村
（
現
山
北
町
）
の
井
上
家
文
書
を

通
し
て
、
三
新
法
期
（
明
治
十
一
～
二
十
二

年
）
の
役
場
機
能
と
、
文
書
引
継
の
方
法
を

紹
介
し
ま
し
た
。
当
家
に
は
、
町
村
制
導
入

ま
で
の
戸
長
役
場
史
料
が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
は
明
治
十
七
年
の
連
合
戸

長
制
実
施
時
に
役
場
が
設
置
さ
れ
た
平
山
村

に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
作
成
さ
れ

た
の
が
左
記
の
「
村
務
引
渡
書
」
と
呼
ば
れ

る
史
料
で
、
皆
瀬
川
村
戸
長
役
場
が
作
成
、

保
存
し
た
文
書
を
平
山
村
戸
長
に
引
き
渡
す

旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
町
村
制
実
施
時
に
こ
れ
ら
の
文

書
は
、
平
山
村
か
ら
皆
瀬
川
村
へ
返
却
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
部
が
皆
瀬
川
村
と
都

夫
良
野
が
合
併
し
て
成
立
し
た
共
和
村
役
場

へ
保
存
さ
れ
、
残
り
の
文
書
が
井
上
家
に
保

管
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
初
期
の
行
政
文
書
は
、

個
人
や
村
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、

行
政
区
画
の
変
遷
に
従
い
引
継
、
保
存
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
貴
重
な

戸
長
役
場
史
料
が
現
在
に
至
る
ま
で
保
存
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（当館寄託井上家文書）
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ミ
ニ
展
示

朝
鮮
通
信
使
と
神
奈
川

開
催
期
間　

平
成
二
十
年
九
月
十
三
日
～
十
一
月
六
日

　

今
回
の
ミ
ニ
展
示
で
は
、
朝
鮮
通
信
使

と
神
奈
川
の
関
わ
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

朝
鮮
通
信
使
と
は
、
朝
鮮
（
李
氏
朝
鮮

一
三
九
二
～
一
九
一
〇　

高
麗
の
李
成
桂

が
建
国
）
の
国
王
が
国
書
（
書
契
）
や
進

物
（
礼
単
／
別
幅
）
を
持
っ
て
、
足
利
将

軍
や
徳
川
将
軍
（
日
本
国
王
／
日
本
国
大

君　

日
本
の
外
交
権
者
）
に
派
遣
し
た
使

節
の
こ
と
で
、
「
通
信
使
」
「
信
使
」
「
朝

鮮
来
聘
使
」「
来
聘
使
」「
御
代
替
り
信
使
」

と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
朝
鮮
か
ら
の
正
式

な
使
節
は
室
町
時
代
に
三
回
、
豊
臣
政
権

下
で
は
二
回
、
そ
し
て
江
戸
時
代
に
は
十

二
回
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
代
に
よ
っ

て
、
使
節
派
遣
の
意
味
合
い
は
異
な
り
ま

す
が
、
江
戸
期
六
回
目
（
一
六
五
五
／
明

暦
元
年
）
か
ら
は
「
徳
川
将
軍
職
祝
賀
」

の
た
め
の
「
通
信
使
（
信
を
信
じ
る
）
」

と
な
り
ま
す
。

　

通
信
使
は
王
城
か
ら
陸
路
を
使
っ
て
釜

山
へ
至
り
、
こ
こ
か
ら
は
海
路
で
対
馬―

壱
岐―

藍
島―

赤
間
関
と
玄
界
灘
を
越
え
、

蒲
刈―

鞆―

牛
窓―

室
津―

兵
庫
と
瀬
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
海
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
は
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

座
船
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淀
川
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淀
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
路
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
を

経
て
、
朝
鮮
人
街
道
・
東
海
道
を
通
っ
て

江
戸
へ
下
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
内
も
東
海
道
が
通
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
使
節
や
国
書
・
礼
単
な
ど
を

運
搬
す
る
た
め
の
人
馬
が
徴
発
さ
れ
、
さ

ら
に
一
行
が
休
泊
す
る
宿
の
賄
と
し
て
、

食
糧
や
食
器
、
煮
炊
き
用
の
薪
な
ど
が
調

達
さ
れ
、
普
段
徒
歩
渡
り
や
渡
船
に
な
っ

て
い
る
川
（
馬
入
川
・
酒
匂
川
）
の
仮
橋

（
船
橋
） 

掛
渡
し
に
必
要
な
船
や
丸
太
な

ど
の
用
材
、
掛
渡
し
の
た
め
の
人
足
な
ど

も
県
内
各
地
か
ら
徴
集
さ
れ
ま
し
た
。

朝鮮人通行馬入川船橋にて架橋の図

所

蔵

資

料

紹

介

◆
歴
史
的
公
文
書

 

「
昭
和
三
十
九
年
度　

身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
関
係
綴
り
」

　
　
　
　
　

（　

―

5―

3―

　

）

　

二
〇
〇
八
年
九
月
に
中
国
北
京
で
身
体

障
害
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大

会
と
し
て
「
第
十
三
回
夏
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
季
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
一
九
六

〇
年
の
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
に
同

国
で
始
ま
っ
た
の
が
第
一
回
で
、
第
二
回

目
が
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
あ
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
会

へ
神
奈
川
県
か
ら
参
加
し
た
選
手
の
記
録

が
公
文
書
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　

一
九
六
四
年
十
一
月
八
日
か
ら
十
四
日

ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
（
国
際
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
）
へ
の
神
奈
川
県
の
関
わ
り
は
、

厚
生
省
社
会
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
知
事

へ
の
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
協
力
依
頼

（
一
九
六
四
年
二
月
十
日
付
け
）
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
実
施
要
領
が
示
さ
れ
て
そ
の
構

成
は
、
第
一
部
と
し
て
下
半
身
麻
痺
者
を

対
象
と
し
た
車
椅
子
競
技
が
中
心
の
「
国

際
大
会
」
、
第
二
部
と
し
て
そ
れ
以
外
の

障
害
を
持
つ
者
の
競
技
で
、
外
国
か
ら
の

参
加
は
少
な
く
事
実
上
の
「
国
内
大
会
」

と
い
う
構
成
で
し
た
。

　

第
一
部
の
国
際
大
会
へ
の
神
奈
川
県
か

ら
推
薦
さ
れ
て
参
加
し
た
競
技
種
目
は
、

水
泳
、
洋
弓
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
卓
球
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
で
、
参
加
選
手
数

は
三
一
名
で
し
た
。
日
本
選
手
の
国
際
大

会
へ
の
参
加
数
割
り
当
て
が
五
〇
人
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
神
奈
川
県
が
約
六
割
を
占

め
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
第
二
部
の

国
内
大
会
は
、
神
奈
川
県
か
ら
の
参
加
は

七
名
で
、
競
技
種
目
は
水
泳
、
陸
上
等
で

し
た
。

　

公
文
書
か
ら
は
、
国
際
大
会
へ
の
神
奈

川
県
に
割
り
当
て
ら
れ
た
参
加
者
数
の
多

さ
か
ら
、
当
時
の
厚
生
省
の
神
奈
川
県
に

対
す
る
期
待
度
が
高
く
、
そ
の
期
待
に
応

え
て
選
手
が
好
成
績
を
出
し
、
大
会
全
体

の
成
功
に
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
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自動車運転
免許試験場

二
俣
川
銀
座

二
俣
川
駅

大型
スーパー

交番

産業技術短期大学校

二俣川
小学校

がん
センター

中尾
小学校

ライト
センター

二俣川
看護福祉高校

至 大和

公文書館

至 横浜

相
鉄
線

至 

相
模
原

保
土
ヶ
谷
バ
イ
パ
ス

ほん むら

本 村
インター

 電車の場合　相鉄線｢二俣川駅｣ （横浜駅から急行で11分）下車／徒歩17分又は

交通の案内 相鉄バス｢運転試験場循環｣行きで「運転試験場」下車徒歩 3分

 車 の 場 合 「保土ヶ谷バイパス」本村インターから 6分
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●
古
文
書
資
料

鈴
木
家
文
書
（
素
鵞
神
社
）

(

寄
託
資
料)

　

鈴
木
家
は
、
湯
河
原
町
吉
浜
に
所
在
す

る
素
鵞
神
社
の
神
主
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
当
家
の
社
職
は
、
家
伝
由
緒
に
よ
れ

ば
三
郎
左
右
衛
門
が
十
六
世
紀
天
文
年
間

に
祢
宜
と
し
て
熊
野
三
所
権
現
を
勧
請
し

た
の
が
始
ま
り
で
す
。
享
保
十
四
年
（
一

七
二
九
）
四
月
、
正
能
が
京
都
吉
田
家

（
吉
田
神
道
）
配
下
の
神
官
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
神
道
裁
許
状
原
本

が
現
在
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
伝
来
文
書
は
、

社
職
・
神
事
・
神
社
・
古
文
書
・
書
籍
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
何
れ
も
鈴
木
家
が
文
書

の
授
受
・
写
し
の
作
成
・
資
料
の
収
集
を

お
こ
な
っ
た
結
果
に
よ
る
文
書
群
の
構
成

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
文
書
群
の
中
に

文
政
十
三
年
鈴
木
大
進
筆
記
に
よ
る
伊
勢

参
宮
道
中
日
記
、
室
町
将
軍
足
利
義
政
歌

集
「
東
求
堂
自
歌
合
」
、
十
返
舎
一
九
著

「
雑
談
紙
屑
籠
」
、
歌
川
広
重
「
天
神
一
代

記
」、
為
永
春
水
作
「
北
雪
美
談
時
代
加
々

見
」
、
神
奈
川
県
内
俳
諧
歌
人
句
集
「
と

し
の
春
興
」
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
内
、

伊
勢
参
宮
道
中
日
記
は
、
表
紙
に
「
道
中

下
り
日
記
萬
控
帳
」
「
道
中
上
り
與
路
寿

控
帳
」
と
あ
る
だ
け
で
一
般
に
見
る
「
伊

勢
参
宮
道
中
日
記
」
と
は
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
日
記
は
、
江
戸

時
代
、
民
衆
が
伊
勢
神
宮
に
集
団
で
参
詣

す
る
「
お
蔭
参
り
」
の
道
中
記
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
本
書
の
書
き
出
し
に
「
御
か
け

参
り
出
立
仕
ル
」
と
あ
る
こ
と
、
年
が
、

文
政
十
三
年
（
改
元
、
天
保
元
年
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
判
明
し
ま
す
。
お
蔭
参
り
は
、

慶
安
三
年
・
宝
永
二
年
・
明
和
八
年
・
天

保
元
年
（
文
政
十
三
）
に
行
わ
れ
た
の
が

著
名
で
、
文
政
の
お
蔭
参
り
は
、
閏
三
月

か
ら
六
月
半
ば
ま
で
に
四
二
七
万
人
を
越

え
各
地
へ
急
速
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
本
書
は
相
模
国
か
ら
も
参

加
者
が
い
た
こ
と
を
示
す
冊
子
で
そ
の
時

の
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
日
記
で
す
。
参
詣
者
は
、
鈴
木
大

進
を
向
笠
大
人
（
む
か
さ
う
し
＝
吉
浜
村

名
主
向
笠
彦
右
衛
門
）
の
二
人
、
八
月
十

二
日
に
出
立
、
廿
日
伊
勢
の
湊
に
上
陸
し
、

そ
の
日
の
内
に
外
宮
・
内
宮
を
参
詣
し
て
、

四
二
四
文
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
八
月
十

二
日
～
九
月
五
日
間
の
日
記
（
掲
載
写
真
）

展
示
の
ご
案
内

★
企
画
展
示

 

・
「
か
な
が
わ
の
国
際
交
流
」

　

九
月
二
五
日　

～
十
一
月
二
二
日

 

・
「
古
文
書
に
み
る
か
な
が
わ
の
産
業
」

　

―

開
港
開
国
一
五
〇
周
年
記
念
プ
レ
展

　

示―

 　
「
異
国
船
の
渡
来
と
県
内
の
動
き
」

　

一
月
二
二
日　

～
三
月
八
日

★
ミ
ニ
展
示

 

・
「
朝
鮮
通
信
使
」

　

九
月
十
三
日　

～
十
一
月
六
日

 

・
「
基
地
で
は
た
ら
く
人
々
を
め
ぐ
っ
て
」

　

十
一
月
九
日　

～
一
月
七
日

 

・
「
開
国
と
地
域
」

　

一
月
十
日　

～
三
月
四
日

 

・
「
開
国
一
〇
〇
年
記
念
行
事
」

　

三
月
七
日　

～
三
月
三
一
日

★
常
設
展
示

　

四
月
一
六
日　

～
三
月
三
一
日

 

・
「
生
活
改
善
運
動
と
神
奈
川
」

 

・
「
占
領
期
の
教
育
」

 

・
「
相
模
川
河
水
統
制
事
業
」

 

・
「
古
文
書
所
在
調
査
」

 

・
「
古
文
書
の
修
復
」

★
そ
の
他

 
・
「
新
収
集
資
料
の
紹
介
」

　

十
二
月
二
日　

～
十
二
月
二
七
日

講
座
の
ご
案
内

 

・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　

十
二
月
七
日　

 
（
松
田
町
）

 

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　

二
月
一
日　

～
三
月
八
日　

の
各
日
曜

　

日
（
全
六
回
）

館
利
用
の
ご
案
内

 

（
利
用
時
間
）

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
）

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り(

第
二
〇
号
）

　

平
成
二
〇
年
九
月
三
〇
日
発
行

　
　

編
集
発
行　

神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　
　

〒
二
四
一―

〇
八
一
五

　
　

横
浜
市
旭
区
中
尾
一―

六―

一

　
　

電
話　

〇
四
五
（
三
六
四
）
四
四
五
六

（木）

（土）

（木）

（日）
（木）

（土）（日）

（水）

（土）

（水）
（火）

（土）
（水）

（火）

（火）

（土）

（日）
（日）

（日）




